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つきたて
のモチはう

めえ！

つきたて
のモチはう

めえ！

どぶろく上代イベント「酒蔵開放」どぶろく上代イベント「酒蔵開放」



どうなる！？わたしたちの暮らしどうなる！？わたしたちの暮らし

　脱サラ後畜産に入り、役場、
JAそして皆さんのお陰で20
年経ちました。
　価格変動、経費高騰など経
営は厳しく、飼料、敷料など、
経費削減も限りがあります。
　規模拡大には、糞尿処理が
課題です。

和子牛緊急対策事業
　二部地域が元気になって、
楽しいことをどんどんやって
いきたいと思います。そのた
めには課題を乗り越えながら、
まずは私自身が輝くこと。
　そして、住民の笑顔を発信
しながら、二部の応援団を増
やしていきたいです。

地域の活性化について
　これから結婚を考えています。
　友人から安来市や大山町の
支援制度が良いと聞いていま
すが、伯耆町の事業も議員か
ら伺ったので、近隣の行政が
行っている支援を比べ、自分
たちのスタイルにあった場所
を選びたいと考えています。

結婚新生活支援事業

行政に届け！ 町民の声行政に届け！ 町民の声

田中 裕之
（三部2区）

其山 守美
（藤屋）

篠原 稜哉
（谷川）

1,100万円 418万円 225万円

伯耆町豊かなふるさと
創造基金積立金

（企業版）

岸本小学校
管理事業

（特別支援教室増）

和子牛
緊急対策事業

3,450万円

伯耆町価格高騰
重点支援給付金

支援事業

7９億３,５00万円補正前 1億６,３00万円補正額 ８０億9,800万円補正後

伯耆町 一般会計補正予算（第６・７号）

原案可決（令和６年1２月13日）
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議
案
番
号

杉
田
　
真
也

岡
田
　
俊
宏

大
床
　
桂
介

上
田
　
博
文

森
下
　
克
彦

長
谷
川
　
満

杉
本
　
大
介

乾
　
　
　
裕

永
井
　
欣
也

一
橋
　
信
介

渡
部
　
　
勇

幅
田
千
富
美

大
森
　
英
一

勝
部
　
俊
德

63 専決処分について
令和６年度伯耆町一般会計補正予算（第５号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

64
伯耆町行政手続における特定の個人を識別するための番
号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特
定個人情報の提供に関する条例の一部改正について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

65 伯耆町議会議員及び伯耆町長の選挙における選挙運動の
公費負担に関する条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

66 鳥取県町村総合事務組合規約の変更に係る協議について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

67 伯耆町教育委員会教育長の任命について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 －

68 伯耆町教育委員会委員の任命について 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 －

69 伯耆町職員の給与に関する条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

70 伯耆町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条
例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

71 伯耆町豊かなふるさと創造基金条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

72 伯耆町公の施設に係る指定管理者の指定について
（伯耆町共同堆肥センター） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

73 伯耆町公の施設に係る指定管理者の指定について
（ささふく水辺公園） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

74 伯耆町公の施設に係る指定管理者の指定について
（伯耆町清掃センター） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

75
伯耆町公の施設に係る指定管理者の指定について
（伯耆町溝口福祉センター及び伯耆町岸本保健福祉セン
ター（保健福祉棟））

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

76 業務委託契約の締結について
（伯耆町保育所給食調理等業務） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

77 令和６年度伯耆町一般会計補正予算（第６号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

78 令和６年度伯耆町地域交通特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

79 令和６年度伯耆町国民健康保険特別会計補正予算
（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

80 令和６年度伯耆町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

81 令和６年度伯耆町水道事業会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

82 令和６年度伯耆町下水道事業会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

83 令和６年度伯耆町一般会計補正予算（第 7号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

発議案14 持続可能な学校の実現をめざす意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

発議案15 伯耆町議会委員会条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

（※）勝部俊德議員は議長のため採決に参加していない。

件　　名

議員名（議席番号順）

議案等に対する各議員の賛否（令和６年12月定例会）　（〇賛成 ×反対）
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令
和
６
年
12
月
２
日
、
12
日
及
び
13
日
に
行
わ
れ
た
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
町

執
行
部
か
ら
説
明
を
受
け
、議
会
協
議
を
行
っ
た
の
で
、そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

み
ん
な
が
知
り
た
い

み
ん
な
が
知
り
た
い

令
和
７
年
度
伯
耆
町
型
バ
ス
事
業
の

見
直
し
の
運
行
方
針
が
固
ま
る

● 

見
直
し
の
経
過

・
労
働
基
準
法
の
改
正
、
運
転
手
不
足
に
よ
る
バ
ス
運

行
体
制
の
維
持
が
困
難
。

● 

運
行
方
針
の
見
直
し
概
要

①
ス
ク
ー
ル
バ
ス　

・
運
行
台
数
を
12
台
か
ら
10
台
に
縮
小
。

・
県
道
３
１
６
号
（
旧
国
道
１
８
１
号
）
沿
い
の
岸
小
の
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て

は
、
路
線
バ
ス
利
用
と
し
、
こ
の
負
担
で
あ
る
定
期
、
回
数
券
を
配
布
。

②
朝
６
時
台
の
八
郷
線
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
廃
止
し
、
７
時
台
の
バ
ス
を
デ
マ
ン
ド

バ
ス
と
し
、
Ｊ
Ｒ
運
行
に
対
応
。

・
19
時
台
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
デ
マ
ン
ド
運
行
と
し
、20
時
台
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
廃
止
。

③
ス
ク
ー
ル
バ
ス（
特
殊
運
行
）・研
修
バ
ス

・
バ
ス
台
数
の
削
減（
各
２
台
か
ら
１
台
）し
、不
足
時
は
、貸
し
切
り
バ
ス
を
利
用
。

　
食
事
を
外
部
の
プ
ロ
に
委
託
す
る
事
で
、メ

ニ
ュ
ー
が
充
実
し
、ま
た
、先
生
方
が
子
供
達
と

一
緒
に
過
ご
す
時
間
が
増
え
る
な
ら
子
供
達
に

と
っ
て
も
、親
に
と
っ
て
も
嬉
し
い
事
だ
と
思
い

ま
す
。

高安 裕次
（吉定）

声
町民の

ふ
た
ば
保
育
所
・
あ
さ
ひ
保
育
所
の

給
食
調
理
等
業
務
の
委
託
業
者
決
定

● 

委
託
の
概
要

・
委
託
業
者　
（
株
）魚
国
総
本
社　

京
都
支
社（
京
都
市
）

　
　
　
　
　
　
（
県
内
10
ヶ
所
の
保
育
所
給
食
を
受
託
中
）

・
契
約
金
額　

８
７
３
０
万
８
１
０
０
円

・
委
託
開
始　

令
和
６
年
11
月
～
令
和
10
年
３
月

・
委
託
業
務
内
容

　

各
保
育
所
で
調
理
・
食
材
管
理
・
盛
り
付
け
・
片
付
け
等
の
業
務
、
新
た
に
保

護
者
負
担
無
し
で
、
主
食
（
ご
は
ん
）
も
提
供

・
こ
し
き
保
育
所
・
溝
口
保
育
所
の
対
応

　

ふ
た
ば
・
あ
さ
ひ
保
育
所
の
実
施
状
況
を
見
な
が
ら
今
後
検
討
。

給食を喜ぶ園児たち

スクールバス

教
育
長
及
び
教
育
委
員
を
再
任

● 

教
育
長

・
氏
名　

箕
浦　

昭
彦
（
65
歳
）

　
　
　
　

再
任
（
３
期
目
）

・
任
期　

令
和
７
年
２
月
18
日
か
ら
３
年
間

● 

教
育
委
員

・
氏
名　

大
木　

寿
之
（
63
歳
）

　
　
　
　

再
任
（
５
期
目
）

・
任
期　

令
和
７
年
２
月
18
日
か
ら
４
年
間
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町政に町政に
関する要望関する要望
予算決算常任委員会で審議し、
町に要望しました。

犯罪被害者支援条例を制定し
具体的な支援を行う
犯罪被害者等基本法により、
地方公共団体の役割は定め
られている。
相談体制については、鳥取
県犯罪被害者総合サポート
センターに繋げる窓口を検
討する。

要 望

回 答

要 望 町施設の予約状況の
見える化の検討
各施設の予約状
況をデジタル化
し、ネット上に
掲載する。

回 答

行政情報の効率的な発信の
ための SNS の活用促進
他団体の活用状況の調査を行う 
総合計画の策定時にアンケートを
取り、活用について検討する 。

要 望

回 答

高齢者等コロナワクチン
接種の個人負担の軽減
インフルエンザと同じ疾病に位置
付けられているため、同額補助と
している。

要 望

回 答

行政視察調査費の増額

必要経費について予算化を行う。

要 望

回 答

町内会、自治会活動の
活性化に資する条例の制定
課題として認識している。
総合計画策定
時にアンケー
トを取り、条
例制定につい
て検討する。

要 望

回 答

移動式期日前投票車の導入
オンライン立会の導入

要 望

移動式期日前投
票車の導入は難
しいが、出前型
期日前投票所な
ど協議する。オ
ンライン立会は
現時点では導入
出来ない。  

回 答
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取
り
組
み
の
成
果

③
議
員
定
数
及
び

報
酬
の
結
論

　

〇
定
数
14
名

　
　

→
13
名
（
１
名
減
）

　

〇
報
酬
は
、
西
部
地
区
特
別

職
報
酬
等
審
議
会
の
答

申
ど
お
り

④
長
期
欠
席
に
係
る
議
員

報
酬
等
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
制
定

⑤
伯
耆
町
議
会
議
員
の
議

員
報
酬
等
の
支
給
の

一
時
差
し
留
め
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定

⑥
伯
耆
町
議
会
委
員
会
条

例
の
一
部
改
正

　

〇
大
規
模
災
害
時
の
議
員
の

　
　

行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

　

令
和
３
年
６
月
よ
り
、
議
会
及
び
議
員
の

課
題
解
決
の
た
め
の
検
討
、
実
践
方
法
等
の

調
査
を
行
う
目
的
に
、
全
議
員
で
構
成
す
る

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
約

３
年
半
の
調
査
活
動
を
行
な
っ
た
。

①
議
会
の
見
え
る
化
の
取
り
組
み

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

〇Facebook

（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）の
活
用

　

 

…http://facebook.com
/houki.gikai

変
革
の
足
跡
と
未
来
へ
の
展
望
議
会
改
革
特
別
委
員
会
３
年
半
の
歩
み

〇
町
民
と
語
る
会
の
開
催

②
議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
と

　
危
機
管
理
の
取
り
組
み　

〇
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
よ
る

　

会
議
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

〇
議
員
間
の
連
絡
シ
ス
テ
ム
の
活
用
…

LINE W
ORKS

（
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
ス
）

総務経済常任委員会教育民生常任委員会

タブレットによる効率化＆ペーパーレス化
LINE WORKSによる

議員間やり取りの効率化

・
・
・

Facebookページ「鳥取県伯耆町議会」
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●
ひ
ま
わ
り
を
利
用
し
た

　
地
域
お
こ
し
に
取
り
組
む

香
川
県
ま
ん
の
う
町

・
人　

口　

１
７
，
２
０
１
人

・
世
帯
数　

７
，
５
２
１
世
帯

●
13
年
間
で
町
外
か
ら

　
１
，４
４
０
人
が
定
住

高
知
県
四
万
十
町

・
人　

口　

１
４
，
９
９
８
人

・
世
帯
数　

７
，
９
７
１
世
帯

●
校
区
外
受
け
入
れ
多
数
の

　
Ｄ
Ｘ
先
進
の
義
務
教
育
学
校

調
査
日　
令
和
６
年
10
月
15
日

概
要

　

生
徒
数
が
１
３
８
名
の
う
ち
校
区

外
通
学
児
童
生
徒
68
名
。文
部
科
学

省
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ｘ
ス
ク
ー
ル
推
進

事
業
指
定
校
。特
認
校
制
度（
小
規
模

校
を
中
心
と
し
た
校
区
外
通
学
を
可

能
と
す
る
制
度
）の
適
用
を
受
け
て
い

る
。

　

子
育
て
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
徒
歩

15
分
圏
内

に
市
営
住

宅
整
備
す

る
等
、
地

域
、教
育
、

行
政
が
一

体
と
な
り

運
営
し
て

い
る
。 高

知
県
高
知
市

　
　
土
佐
山
学
舎

●
県
民
の
た
め
の

　
総
合
的
な
美
術
館

調
査
日　
令
和
６
年
10
月
16
日

概
要

　

高
知
県
ゆ
か
り
の
著
名
な
写
真
家「
石

元
泰
博
フ
ォ
ト
セ
ン
タ
ー
」が
設
置
さ
れ
て
い

る
。

　

企
画
展
等
で
は
、近
代
・
現
在
の
美
術
作

家
や
郷
土
関
係
作
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
や

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
企
画
展
を
開
催
。能
舞

台
を
有
す
る
併
設
の
公
開
ホ
ー
ル
で
は
、パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス・
演
劇
・コ
ン
サ
ー
ト・
映
画
・
伝

統
芸
能
な
ど
、

上
演
す
る
と

と
も
に
、
講

座
、講
演
会
な

ど
も
開
催
。

　

美
術
館
を

支
え
る「
カ
ル

チ
ャ
ー
サ
ポ
ー

タ
ー
」制
度
を

実
施
し
て
い

る
。 高

知
県
高
知
市

　
　
高
知
県
立
美
術
館

調
査
日　
令
和
６
年
11
月
11
日

概
要

　
　

休
耕
地
の
転
作
作
物
と
し
て
観
賞
用
ひ

ま
わ
り
の
栽
培
の
き
っ
か
け
に
、
平
成
４

年
か
ら
地
域
お
こ
し
の
た
め
、
搾
油
系
ひ

ま
わ
り
栽
培
に
転
換
し
た
。
ま
た
、
廃
校

の
小
学
校
を
利
用
し
て
、
ひ
ま
わ
り
オ
イ

ル
を
搾
取
し
て
、
年
間
８
，
０
０
０
本
を

販
売
。

　
　

ひ
ま
わ
り
観

賞
に
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
、

「
ひ
ま
わ
り
祭

り
」
を
開
催
す

る
な
ど
、
ひ
ま

わ
り
を
観
光
振

興
に
繋
げ
て
い

る
。

調
査
日　
令
和
６
年
11
月
12
日

概
要

　

移
住
定
住
政
策
を
重
要
施
策
と
し

て
次
の
施
策
を
実
施
。

①
空
き
家
の
調
査
、
情
報
発
信

②
お
試
し
滞
在
施
設
の
整
備

③
中
間
管
理
住
宅
（
町
が
空
き

家
を
12
年
間
借
り
て
、
上
限

１
３
０
０
万
円
で
改
修
工
事
を
行

い
、
入
居
希
望
者
に
貸
出
す
）
の

整
備
。

④
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
導
入
（
13

年
間
で
81
名
採
用
し
、
う
ち
32
名

が
町
内
に
定
住
） 

⑤
移
住
定
住
の
補
助
制
度
の
整
備
な

ど
、
こ
れ
ら
の
制
度
や
補
助
金
を

有
効
に
活
用
し
、
移
住
定
住
の
成

果
を
上
げ
て
い
る
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会
調
査
報
告

調
査
委
員　
杉
本 

大
介　
上
田 

博
文　
大
森 

英
一　
渡
部 

勇

　
　
　
　
　
一
橋 

信
介　
大
床 

桂
介　
森
下 

克
彦

教
育
民
生
常
任
委
員
会
調
査
報
告

調
査
委
員　
長
谷
川 

満　
　
岡
田 

俊
宏　
勝
部 

俊
德　
永
井 

欣
也

　
　
　
　
　
幅
田 

千
富
美　
乾 

裕　
　
　
杉
田 

真
也

土佐山学舎での視察状況

高知県立美術館での視察状況

まんのう町での視察状況
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スマートフォンなど携帯電話で一般
質問の映像が流れる YouTube の
二次元バーコードはこちらです。

・質問は事前に通告
・持ち時間は 1 人 60 分
・町行政、教育に関係あるもの

基本ルール

一 般 質 問 町政を問う!
一般質問とは、議員が町長、教育長に対して、町の仕事全般や町の教育について、その取り組みや
将来の方針について問い、その課題を明らかにします。また、新たな政策の提言をいたします。

令和6年12月5日開催
今定例会では 7 人の議員が登壇しました。原稿は質問者が作成しています。

乾　裕 議員
・次期町長選への出馬及び新年度予算の方針

等について
・軟骨伝導イヤホン活用について
・闇バイトによる犯罪被害防止対策について

森下　克彦 議員
・核兵器廃絶、核軍縮を求める姿勢を表すこ

とについて 
・自衛隊員確保のための候補者名簿の提供に

ついて
・学校体育館への冷房設備の配置について

長谷川　満 議員
・総選挙後、町行政への影響と、町長選の
　出馬は

幅田　千富美 議員
・食料増産、食と農、農山村の危機を打開す

る農政について
・植田正治写真美術館について

杉田　真也 議員
・鳥取西部風力発電事業について

大森　英一 議員
・「伯耆町防災のしおり」の改定について

大床　桂介 議員
・町で行っている新型コロナ予防接種について
・ハラスメントに関して

伯耆町議会だより　第80号　R７.１　（8）



町政を問う 【一般質問】 

問
町
長
４
期
16      
年
間
の
総
括
は

答
町
長　

長
い
期
間
だ
っ
た
。
合

併
し
て
間
も
な
い
頃
だ
っ
た

の
で
新
し
い
町
づ
く
り
に
苦
労
し

た
。
行
財
政
で
は
、
マ
イ
ナ
ス
部
分

を
根
本
的
に
消
し
て
い
く
や
り
方
で

や
っ
て
き
た
。
私
も
、
職
員
も
愚
直

に
努
力
し
て
き
た
。
自
分
に
求
め
ら

れ
る
役
割
は
果
た
せ
た
と
思
う
。

問
新
年
度
予
算
の
考
え
方
は

答
町
⻑　

今
臨
時
国
会
で
は
、

減
税
の
問
題
で
、
税
収
が
ど

う
変
わ
っ
て
い
く
か
不
透
明
感
は
あ

る
が
、
課
題
は
先
送
り
し
な
い
こ
と

を
基
本
と
す
る
。
地
方
創
生
の
今
後

の
補
正
、
防
災
・
減
災
の
取
組
み
、

子
育
て
支
援
策
な
ど
は
継
続
し
つ

つ
、よ
り
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
。

国
会
の
新
年
度
予
算
の
全
体
枠
を
見

な
が
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
に
つ
い
て

問
高
齢
者
や
難
聴
者
と
の
対
話

や
意
思
疎
通
を
円
滑
に
す
る

た
め
、
本
庁
舎
や
分
庁
舎
に
軟
骨
伝

導
イ
ヤ
ホ
ン
の
導
入
し
な
い
か
。

答
健
康
対
策
課
長　

窓
口
対
応

の
中
で
集
音
機
の
よ
う
な
簡

易
な
仕
組
み
が
必
要
だ
と
以
前
か
ら

考
え
て
い
た
。
ま
た
、
認
定
調
査
等

の
訪
問
先
で
意
思
疎
通
が
で
き
に
く

い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
調
査
・
研

究
し
て
い
た
。
米
子
市
役
所
で
軟
骨

伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を
導
入
さ
れ
て
お

り
、
効
果
や
有
用
性
を
試
す
た
め
11

月
に
生
活
相
談
室
の
窓
口
に
一
台
設

置
し
て
い
る
。

問
使
用
状
況
は

答
健
康
対
策
課
長　

２
度
ほ
ど

使
用
の
機
会
が
あ
り
快
く
試

さ
れ
た
。
い
つ
も
よ
り
は
声
を
張
っ

て
ハ
ッ
キ
リ
と
話
を
す
る
必
要
は

あ
っ
た
が
、
何
度
も
聞
き
な
お
し
を

す
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
分

庁
舎
等
へ
の
設
置
に
つ
い
て
は
し
ば

ら
く
使
用
し
て
、
結
果
や
効
果
を
検

証
し
、
分
庁
総
合
窓
口
課
と
も
相
談

し
設
置
を
検
討
し
て
み
た
い
。

闇
バ
イ
ト
に
よ
る
犯
罪
被
害

防
止
対
策
に
つ
い
て

問
鳥
取
県
は
11
月
補
正
予
算
で
、

８
０
０
万
円
を
計
上
し
た
。

セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
、
防
犯
カ
メ
ラ
、

カ
メ
ラ
付
き
ド
ア
ホ
ン
の
設
置
に
係

る
経
費
一
世
帯
当
た
り
上
限
額

１
万
５
千
円
を
補
助
。

　

本
町
も
県
と
連
携
を
図
り
、
犯
罪

を
未
然
に
防
ぐ
具
体
的
な
取
り
組
み

を
し
な
い
か
。

答
町
長　

制
度
が
出
来
れ
ば
広

報
を
す
る
。
防
犯
機
能
付
き

電
話
等
の
購
入
補
助
に
つ
い
て
は
こ

れ
ま
で
も
実
施
し
て
き
た
。
需
要
が

あ
り
、
制
度
が
継
続
さ
れ
れ
ば
引
き

続
き
取
り
組
み
た
い
。
防
犯
カ
メ
ラ

で
映
像
を
記
録
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
課
題
が
残
る
。
た
だ
、
自
治
会
単

位
で
、
合
意
が
あ
れ
ば
、
集
落
の
入

口
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
が
必
要
と

考
え
る
集
落
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
う
し
た
こ
と
が
出
て
く
れ
ば

単
町
の
補
助
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
に
加

え
る
こ
と
は
あ
り
得
る
。

ユーチューブ
動画は
こちらから

乾
いぬい

　裕
ゆたか

  議員

新
年
度
予
算
の
考
え
方
は

町
　
長 
積
極
的
に

　
　
　
　
　

取
り
組
ん
で
い
く

軟骨伝導イヤホン
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町政を問う 【一般質問】 

問
原
爆
被
爆
者
で
構
成
さ
れ
た

日
本
原
水
爆
被
団
協
が
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞
を
し
た
。し
か
し
、

目
下
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
パ
レ
ス
チ
ナ

情
勢
、
国
内
政
界
か
ら
の
米
国
と
の

核
共
有
発
言
は
、
核
兵
器
廃
絶
、
核

軍
縮
へ
の
道
の
り
が
逆
行
す
る
事
態

と
な
っ
て
い
る
。

　

町
議
会
で
は
、「
核
兵
器
廃
絶
、

平
和
な
町
宣
言
」
を
行
っ
て
い
る
。

町
も
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
平
和
な

町
で
あ
る
よ
う
、「
核
兵
器
廃
絶
、

核
軍
縮
を
求
め
る
」
姿
勢
を
表
す
手

段
を
講
じ
ら
れ
な
い
か
。

答
町
長　

周
知
、
啓
発
す
る
姿

勢
を
示
し
た
い
。
保
有
し
て
い

る
懸
垂
幕
を
掲
示
す
る
。

自
衛
隊
員
確
保
の
た
め
の

候
補
者
名
簿
の
提
供
に
つ
い
て

問
目
下
の
自
衛
隊
組
織
増
強
、

軍
事
費
増
加
の
状
況
は
、
ま

さ
に
戦
争
す
る
国
づ
く
り
へ
と
進

み
、
悲
惨
な
戦
争
状
態
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
す
る
。

　

そ
の
自
衛
隊
員
確
保
の
参
考
に
と

の
防
衛
省
か
ら
の
候
補
者
名
簿
の
提

供
依
頼
を
受
け
、
町
は
、
候
補
者
を

抽
出
、紙
で
情
報
提
供
し
て
い
る
が
、

紙
で
の
提
供
は
、
個
人
情
報
保
護
法

の
趣
旨
か
ら
し
て
問
題
が
あ
る
。
従

来
の
閲
覧
方
式
に
戻
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
総
務
課
長　

自
衛
隊
法
、
個

人
情
報
保
護
法
な
ど
の
法
的

根
拠
を
確
認
し
た
う
え
で
、
紙
媒
体

で
提
供
し
て
い
る
。

問
本
人
に
無
断
で
防
衛
省
に
名

簿
提
供
し
た
こ
と
で
、
憲
法

が
保
障
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵

害
と
し
て
、
国
と
地
方
公
共
団
体
を

提
訴
す
る
事
案
が
発
生
し
て
い
る
。

名
簿
提
供
を
望
ま
な
い
者
か
ら
の
提

供
除
外
の
申
請
を
認
め
る
制
度
化
の

検
討
を
し
な
い
か
。

答
町
長　

検
討
の
可
能
性
は
あ

る
。
制
度
化
し
た
場
合
の
有

効
性
に
つ
い
て
、
他
団
体
の
動
き
、

当
該
訴
訟
の
行
方
に
注
目
し
た
い
。

学
校
体
育
館
に

冷
房
設
備
設
置
の
検
討
を

問
夏
場
の
学
校
行
事
、
課
外
活

動
の
使
用
時
、
ま
た
災
害
時

の
避
難
場
所
と
し
て
使
用
時
の
児

童
、
生
徒
、
高
齢
者
の
熱
中
症
リ
ス

ク
を
軽
減
す
る
た
め
に
冷
房
設
備
の

配
置
を
検
討
さ
れ
た
い
。

答
町
長　

国
の
今
年
度
補
正
予

算
案
に
、
災
害
時
避
難
所
と
し

て
利
用
す
る
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
事
業
が
入
っ
て
い
る
。
制
度
要

件
な
ど
を
み
て
、
最
大
限
活
用
し
て

い
き
た
い
。

ユーチューブ
動画は
こちらから

森
も り

下
し た

　克
か つ

彦
ひ こ

  議員

核
兵
器
廃
絶
、

核
軍
縮
を
求
め
る
姿
勢
を

町
　
長 
保
有
の
懸
垂
幕
で

周
知・啓
発

懸垂幕（役場本庁舎掲示塔）

学校体育館（岸本小学校）
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町政を問う 【一般質問】 

問
第
二
次
石
破
内
閣
発
足
と
な

り
、「
鳥
取
県
か
ら
地
方
創
生
。

鳥
取
県
か
ら
国
を
変
え
る
」
と
し
て

お
り
、
今
だ
か
ら
こ
そ
地
方
創
生
へ

の
実
現
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

先
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
全
体

的
な
感
想
は
。

答
町
長　

政
権
構
造
が
少
数
与

党
の
連
立
政
権
と
な
り
非
常
に

大
き
な
変
化
で
あ
る
。
予
算
も
法
律

も
過
半
数
の
賛
同
が
必
要
と
い
う
点

で
は
、
今
後
、
丁
寧
な
政
策
議
論
が

必
要
に
な
る
が
民
主
主
義
と
し
て
は

評
価
す
べ
き
要
素
。

　

政
策
の
実
現
に
は
財
源
が
欠
か
せ

ず
、
税
を
め
ぐ
る
議
論
な
ど
、
財
政

バ
ラ
ン
ス
な
ど
歳
入
歳
出
を
一
体
的

に
改
革
し
て
い
く
こ
と
が
目
に
見
え

る
よ
う
な
形
に
な
れ
ば
理
解
も
広

が
っ
て
い
く
と
思
う
。

問
「
１
０
３
万
円
の
壁
」
の
引

き
上
げ
に
よ
る
本
町
の
税
収

予
想
、
町
行
財
政
へ
の
影
響
ま
た
鳥

取
県
か
ら
総
理
や
大
臣
の
誕
生
で
の

変
化
や
影
響
は
。

答
町
長　

推
計
は
し
て
い
な
い

が
、
本
町
の
個
人
住
民
税
は

４
億
円
な
の
で
、
１
／
４
で
あ
る

１
億
円
程
度
は
減
収
す
る
だ
ろ
う
と

見
て
い
る
。
減
収
す
る
分
は
国
か
ら

の
交
付
税
負
担
が
基
本
だ
が
、
国
が

出
す
交
付
金
が
あ
る
の
か
と
い
う
根

本
的
な
課
題
も
あ
る
。

　

町
へ
の
影
響
と
し
て
は
、
体
育
館

を
避
難
所
と
し
て
開
設
し
た
場
合
の

環
境
改
善
な
ど
、
防
災
・
減
災
な
ど

地
域
振
興
に
役
立
つ
予
算
は
大
い
に

活
用
し
て
い
き
た
い
。

　

総
理
、
大
臣
に
つ
い
て
は
、
利
益

誘
導
の
期
待
は
当
然
無
理
だ
が
、
今

ま
で
の
要
望
に
対
し
て
声
は
通
り
や

す
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。

問
次
期
予
算
編
成
と
今
後
の
展

望
は
。
ま
た
、
防
災
フ
ェ
ス

な
ど
の
防
災
見
え
る
化
の
観
点
は
。

答
町
長　

防
災
・
減
災
な
ど
に

お
い
て
、
避
難
所
は
町
保
有

施
設
で
す
の
で
や
り
や
す
い
。
災
害

予
防
等
に
つ
い
て
は
国
・
県
の
予
算

措
置
で
、
ど
の
よ
う
に
イ
ン
フ
ラ
強

靭
化
を
進
め
て
い
た
だ
く
か
の
検
討

な
ど
、
大
型
補
正
予
算
で
取
り
組
む

と
聞
い
て
い
る
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
ス
タ
ー

ト
す
る
に
あ
た
り
、
ご
寄
付
を
い
た

だ
け
る
企
業
が
増
え
て
く
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。
使
い
道
の
幅
に
つ
い

て
も
拡
大
を
考
え
る
こ
と
は
で
き

る
。
防
災
フ
ェ
ス
は
ア
イ
デ
ア
と
し

て
伺
っ
て
お
く
。

長
は

谷
せ

川
が わ

　満
みつる

  議員
ユーチューブ
動画は
こちらから

総
選
挙
後
の

町
財
政
へ
の
影
響
は

町
　
長 
防
災・減
災
な
ど

国・県
の
予
算
は
大
い
に
活
用
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問
こ
の
夏
、
日
本
で
は
米
不
足

と
価
格
高
騰
の
異
常
事
態
と

な
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
農
務
省
予
算
の
七
割

以
上
（
約
23
兆
円
）
を
国
民
の
食
料

支
援
に
当
て
て
い
る
。
生
活
困
難
な

時
、
食
料
品
購
入
で
き
る
よ
う
１
人

１
ヶ
月
約
３
・
２
万
円
支
給
す
る
食

料
支
援
制
度
が
作
ら
れ
て
お
り
、
消

費
者
、
流
通
業
者
、
生
産
者
支
援
の

総
合
的
政
策
と
な
っ
て
い
る
。
町
長

の
見
識
は
。

答
町
長　

日
本
に
そ
の
ま
ま
当

て
は
め
ら
れ
な
い
。
国
・
地

域
に
よ
っ
て
違
う
。日
本
は
、「
食
料
、

農
業
、
農
村
基
本
法
」
の
方
向
を
注

視
す
る
。

問
国
の
農
業
予
算
激
減
の
も
と
、

働
き
手
も
、
農
地
も
激
減
、

農
村
地
域
は
衰
退
し
て
い
る
が
認
識

は
。

答
産
業
課
長　

農
業
セ
ン
サ
ス

に
よ
る
と
働
き
手
は
２
０
１
０
年

〜
２
０
２
０
年
比
、
28
・
４
％
減
。

農
地
、
同
、
13
％
減
。

問
食
と
農
、
地
域
の
危
機
打
開

す
る
農
政
転
換
の
た
め
、
食

料
自
給
率
向
上
を
農
政
の
柱
に
、
十

分
な
食
料
備
蓄
、
食
料
支
援
制
度
創

設
、
家
族
経
営
支
え
る
価
格
な
ど
、

所
得
補
償
の
充
実
こ
そ
大
切
で
あ

り
、
国
に
意
見
を
上
げ
る
べ
き
だ
が

ど
う
か
。

答
町
長　

農
業
は
国
家
政
策
の

テ
ー
マ
。
町
と
し
て
は
、
頑

張
る
団
体
、認
定
農
家
を
支
援
す
る
。

植
田
正
治
写
真
美
術
館
に

つ
い
て

問
当
美
術
館
は
、
平
成
７
年
開

館
か
ら
約
30
年
、
運
営
は
美

術
財
団
か
ら
公
益
社
団
移
行
目
指
す

も
な
ら
ず
一
般
財
団
法
人
、
町
直
営

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
議
会
は

２
回
の
運
営
に
関
す
る
決
議
を
行
っ

て
い
る
が 

①
こ
れ
ま
で
の
入
館
者

数
、
計
画
値
の
何
％ 

②
こ
の
内
、

町
民
入
館
者
数
と
％ 

③
こ
の
間
の

運
営
費
総
額
と
町
の
税
負
担
額
は　

④
平
成
25
年
３
月
、
議
会
決
議
で
町

直
営
、
町
民
理
解
を
自
主
企
画
、
負

担
軽
減
、
契
約
、
覚
書
の
全
面
改
訂

を
求
め
た
。そ
の
対
応
と
問
題
点
は
。

答
教
育
次
長　

①
75
万
３
，
２

２
７
人
。
31
・
５
％
（
休
館

日
除
く
）

②
１
万
８
，
７
９
２
人　

２
・
５
％

③
10
億
４
，
７
０
０
万
円
（
人
件
費

除
く
）、
内
町
負
担
額
５
億
７
０
０
万

円答
教
育
長　

④
町
民
イ
ベ
ン
ト
、

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
等
に
取
り
組

み
、
契
約
交
渉
を
進
め
て
い
る
（
昨

年
７
回
）
が
ま
ま
な
ら
ず
協
議
が
進

ん
で
い
な
い
。

　

今
後
、
町
民
が
親
し
め
る
よ
う
工

夫
、
最
近
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
り
外
国

か
ら
の
入
館
者
の
増
加
。
県
立
美
術

館
と
の
連
携

も
協
議
中
。

　

契
約
見
直

し
に
つ
い
て

も
引
き
続
き

交
渉
を
進
め

る
。

ユーチューブ
動画は
こちらから

幅
はば

田
た

　千
ち

富
ふ

美
み

  議員

農
山
村
の
危
機
、

農
政
の
転
換
を
!!

町
　
長 
頑
張
る
認
定
農
家
を

支
援
す
る

240

200

150

100

（万人） （万ha）
500

480

450

4202000
資料：農林業センサス、農業構造動態調査

2010 2020 2023

483

240
205

136
116459

438 430

基幹的農業従事者（万人）
耕地面積（万ヘクタール）

農業の働き手も農地も激減

植田正治写真美術館
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に
な
っ
て
い
る
が
、
同
意
し
な
い
可

能
性
も
否
定
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。問

令
和
６
年
12
月
に
提
出
が
予

定
さ
れ
て
い
た
準
備
書
の
提

出
は
令
和
７
年
５
月
か
ら
初
夏
に
延

期
さ
れ
た
と
聞
く
が
、
本
町
へ
の
報

告
、
そ
の
他
の
情
報
等
の
開
示
は

あ
っ
た
か
。

答
企
画
課
長　

令
和
６
年
10
月

時
点
で
事
業
者
提
供
の
資
料
に

よ
る
と
、
準
備
書
の
提
出
は
、
令
和

７
年
５
月
上
旬
と
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
他
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
事
業
の

内
容
等
に
関
し
て
現
時
点
で
の
大
き

な
変
更
は
無
い
と
聞
い
て
い
る
。

問
全
国
各
地
で
風
力
発
電
事
業

の
問
題
も
浮
き
彫
り
に
な
り
、

風
力
発
電
事
業
計
画
の
中
止
の
報
告

も
あ
る
。
風
力
発
電
施
設
か
ら
発
生

す
る
低
周
波
音
、
超
低
周
波
音
に
よ

る
健
康
被
害
の
懸
念
が
地
域
住
民
か

ら
上
が
っ
て
い
る
。町
長
の
認
識
は
。

答
町
長　

低
周
波
音
、
超
低
周

波
音
に
限
定
せ
ず
と
も
、
健
康

被
害
が
生
じ
る
よ
う
な
事
業
は
実
施

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

問
低
周
波
音
、
超
低
周
波
音
に

よ
る
健
康
被
害
と
し
て
頭
痛
、

眩
暈
、
睡
眠
障
害
、
心
筋
梗
塞
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
。
海
外
で
は
こ
の
よ

う
な
症
状
は
風
車
病
と
し
て
認
知
、

認
定
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
、

風
力
発
電
と
の
因
果
関
係
は
実
証
さ

れ
て
い
な
い
現
状
だ
が
町
長
の
見
解

は
。答

企
画
課
長　

環
境
省
に
お
い

て
平
成
25
年
度
か
ら
風
力
発

電
施
設
か
ら
発
生
す
る
騒
音
等
の
検

討
会
を
設
置
し
た
。
平
成
28
年
度
の

検
討
報
告
書
で
、
風
力
発
電
施
設
か

ら
発
生
す
る
騒
音
等
を
と
り
ま
と

め
、
発
生
す
る
音
の
実
測
調
査
や
風

車
騒
音
と
健
康
被
害
に
関
す
る
情
報

等
を
整
理
し
た
上
で
、
風
力
発
電
施

設
か
ら
発
生
す
る
低
周
波
音
、
超
低

周
波
音
と
健
康
被
害
に
つ
い
て
、
現

段
階
に
お
い
て
明
ら
か
な
関
連
を
示

す
事
は
確
認
出
来
な
い
と
し
て
い

る
。問

本
町
と
し
て
は
、
風
力
発
電

事
業
の
開
発
行
為
に
対
し
て

最
終
的
に
合
意
の
上
で
開
発
協
定
を

締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う

認
識
で
良
い
か
。

答
町
長　

町
の
開
発
指
導
要
綱

で
は
県
の
所
管
の
個
別
法
の

ク
リ
ア
が
前
提
に
あ
る
。
個
別
法
が

ク
リ
ア
さ
れ
れ
ば
、
基
本
的
に
は
同

意
す
る
の
が
原
則
。
開
発
指
導
要
綱

で
は
議
会
と
協
議
し
て
決
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
原
則
同
意
の
要
綱

ユーチューブ
動画は
こちらから

杉
す ぎ

田
た

　真
ま さ

也
な り

  議員

風
力
発
電
の

健
康
被
害
に
つ
い
て

町
　
長 
被
害
が
生
じ
る
な
ら

事
業
は
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い

健康被害のイメージ

計画されている風力発電の
イメージ
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問
島
根
原
発
２
号
機
の
再
稼
働

で
、
町
民
の
不
安
の
声
が
あ

る
。原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

「
鳥
取
県
原
子
力
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
に
そ
っ
た
対
応
と
な
る
。
そ
の

内
容
は
毎
年
改
定
す
る
よ
う
だ
が
、

そ
の
都
度
、
周
知
で
き
る
か
危
惧
す

る
。
町
長
は
こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を

ど
う
評
価
す
る
か
。

答
町
長　

万
が
一
の
備
え
と
し

て
重
要
。
最
初
は
自
家
用
車
に

よ
る
避
難
を
認
め
な
か
っ
た
が
、
そ

の
後
認
め
る
な
ど
、
現
実
に
即
し
た

改
定
と
認
識
し
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
も
情
報
を
見
ら
れ
る
。

問
町
長
か
ら
県
に
、
不
安
の
声
を

届
け
て
は
ど
う
か
。

答
町
長　

県
は
本
町
の
意
見
は

求
め
て
い
な
い
。
県
の
「
県

民
の
声
」
制
度
な
ど
、
町
民
が
意
見

を
述
べ
る
機
会
は
あ
る
。こ
れ
ま
で
、

県
と
業
者
が
行
っ
た
説
明
会
が
、
Ｅ

Ｐ
Ｚ
圏
外
の
本
町
で
も
開
催
可
能
か

確
認
し
て
み
た
い
。

問
能
登
半
島
地
震
で
起
き
た

１
５
０
㎞
に
わ
た
る
活
断
層

の
連
動
は
、
北
陸
電
力
や
国
も
想
定

し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
想
定
外
の

被
害
か
ら
学
び
、
伯
耆
町
が
検
討
す

べ
き
教
訓
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
認

識
は
。

答
町
長　

能
登
半
島
地
震
で
は
、

原
子
力
災
害
は
無
か
っ
た
が
、

教
訓
と
し
て
は
震
災
と
原
子
力
発
電

所
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
再
稼
働

に
お
け
る
審
査
が
適
正
に
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
信
頼
す
る
。

問
鳥
取
県
は
、
鳥
取
沖
の
海
底

断
層(

Ｆ
５
５)

に
よ
っ
て
М

８
．
１
の
地
震
を
想
定
し
、
不
安
を

感
じ
て
い
る
。
伯
耆
町
民
が
パ
ニ
ッ

ク
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
放
射
線

防
護
の
知
識
や
避
難
計
画
の
説
明
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答
町
長　

本
町
の
役
割
と
し
て

県
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
載
っ
て

い
な
い
こ
と
を
「
防
災
の
し
お
り
」

に
載
せ
る
の
は
難
し
い
。

問
放
射
性
物
質
と
、
子
ど
も
の

甲
状
腺
が
ん
多
発
の
研
究
結

果
が
あ
る
。
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用

が
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
町
で

も
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
備
蓄
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
町
長　

国
と
県
は
備
蓄
し
、
非

難
の
拠
点
な
ど
に
配
送
す
る
。

後
は
、
医
師
な
ど
専
門
家
の
判
断
に

よ
っ
て
必
要
な
対
応
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
国
、
県
は
服
用
ま

で
の
体
制
で
は
な
い
。
東
日
本
大
震

災
で
、
あ
る
町
が
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を

配
布
し
た
事
例
で
は
、
服
用
に
よ
る

副
作
用
な
ど
の
リ
ス
ク
対
応
は
非
常

に
難
し
い
と
い
う
検
証
が
あ
り
、
備

蓄
は
難
し
い
。

問
「
伯
耆
町
防
災
の
し
お
り
」

に
は
、
武
力
攻
撃
や
テ
ロ
対

応
の
記
載
が
あ
る
が
、
原
子
力
災
害

に
つ
い
て
何
も
な
い
。
理
解
で
き
な

い
し
、
原
子
力
防
災
対
応
に
つ
い
て

の
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
町
長　

原
則
は
あ
る
が
、
町

民
へ
の
危
機
意
識
の
啓
発
を
強

く
勧
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
工
夫
を
す

る
。

ユーチューブ
動画は
こちらから

大
お お

森
も り

　英
え い

一
い ち

  議員

原
子
力
災
害

発
生
時
の
対
応
は

町
　
長 
町
民
へ
の
啓
発
を
工
夫

島根原子力
発電所
島根原子力
発電所

10km10km 20km20km 30km30km 40km40km

伯耆町伯耆町

島根原発からの距離

島根原発 新日本海新聞提供
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町政を問う 【一般質問】 

ユーチューブ
動画は
こちらから

大
お お

床
ど こ

　桂
け い

介
す け

  議員

問
新
型
コ
ロ
ナ
予
防
接
種
に
つ

い
て
の
町
長
の
予
防
接
種
必

要
性
に
つ
い
て
の
見
解
は
。 

答
町
長　

現
在
、
重
点
化
予
防

を
メ
イ
ン
に
高
齢
者
に
行
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
個
人
が
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
の
必
要
性
を
ど
う
認
識

す
る
か
に
か
か
っ
て
お
り
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
同
様
と
判
断
し

て
い
る
。

問
10
月
以
降
、
町
民
の
ど
の
く

ら
い
の
方
が
接
種
さ
れ
た
か
。

ま
た
、
自
己
負
担
額
に
関
し
て
町
民

か
ら
の
反
応
は
な
か
っ
た
か
。 

答
健
康
対
策
課
長　

10
月
分
の

請
求
か
ら
５
１
１
人
の
方
が

接
種
さ
れ
、
12
・
２
％
の
接
種
率
で

あ
っ
た
。
町
民
か
ら
は
電
話
で
「
米

子
市
と
比
べ
高
い
の
は
な
ぜ
か
。」

「
県
内
で
一
番
高
い
の
は
な
ぜ
か
。」

な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が
何
件
か
あ

り
、
自
己
負
担
額
の
算
出
方
法
を
説

明
し
た
。

問
各
市
町
村
間
で
大
き
な
乖
離

を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
の
情

報
交
換
の
機
会
は
な
い
か
。 

答
健
康
対
策
課
長　

情
報
の
共

有
の
場
と
し
て
は
西
部
町
村

会
担
当
課
長
会
な
ど
が
あ
り
そ
の
都

度
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

問
自
己
負
担
額
の
算
出
方
法
と

各
市
町
村
と
の
負
担
額
の
違

い
に
つ
い
て
町
長
の
見
解
を
求
め

る
。 答

町
長　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に

関
し
て
、
１
回
の
接
種
費
用

は
１
万
５
，
３
０
０
円
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
８
，
３
０
０
円
を
国
が
助
成

し
て
い
る
。
残
り
の
７
０
０
０
円
に

つ
い
て
町
が
３
３
１
０
円
負
担
し
、

自
己
負
担
額
が
３
，
６
９
０
円
と

な
っ
て
い
る
。
伯
耆
町
で
は
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
額
の
補
助
を

行
っ
て
お
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
は
手
厚
く
補
助
し
て
い
る
。

問
あ
ら
た
め
て
来
年
度
以
降
の

自
己
負
担
額
の
軽
減
を
考
え

な
い
か
。 

答
町
長　

自
己
負
担
額
の
軽
減

は
し
な
い
。
現
在
、
コ
ロ
ナ

は
流
行
し
て
お
ら
ず
個
人
の
判
断
で

受
け
て
い
た
だ
き
、
今
後
は
、
国
も

流
行
度
合
い
を
み
て
国
の
負
担
額
を

変
え
る
と
し
て
い
る
の
で
、
流
行
す

れ
ば
そ
の
判
断
を
待
ち
た
い
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
し
て

問
伯
耆
町
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

要
綱
約
３
年
が
経
過
し
そ
の

現
状
に
つ
い
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
に
対
す
る
町
長
見
識
を
伺
う
。

答
町
長　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
個

人
の
人
格
否
定
に
つ
な
が
る
。

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
常
識
を

徹
底
す
る
こ
と
。

問
役
場
内
の
相
談
窓
口
は
ど
こ

か
。
匿
名
で
の
相
談
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
見
か
け
た
方（
第
三
者
）

の
通
報
は
受
理
さ
れ
る
か
。

答
総
務
課
長　

役
場
内
保
育
現

場
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
窓

口
、
事
務
局
は
総
務
課
に
あ
り
、
衛

生
委
員
が
担
当
す
る
。
匿
名
で
の
相

談
、
第
三
者
の
通
報
に
関
し
て
は
事

実
確
認
の
た
め
受
理
す
る
。
外
部
の

窓
口
と
し
て
は
鳥
取
県
人
事
委
員
会

が
あ
る
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

負
担
軽
減
を

町
　
長 
現
状
考
え
て
い
な
い

県内自己負担額

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
の
自
己
負
担
額

対象者の自己負担額
（1回分、円）

税課税
世帯

非課税
世帯

米子市 2,100 700

境港市 2,100 負担なし

日吉津村 2,000 1,000

大山町 2,000 2,000

南部町 2,000 1,000

伯耆町 3,690 3,690

日南町 1,000 1,000

日野町 2,000 2,000

江府町 2,000 2,000

（15）　伯耆町議会だより　第80号　R７.１



この議会だよりは再生紙を使用して印刷されています。（16）
■発行／鳥取県西伯郡伯耆町議会　　TEL(0859)68-3112　印刷／有限会社米子プリント社

議会
の虫めが

ね

編

記

集
後

「議会だより」
に対するご意見

を

お待ちしており
ます。 【

編
　集
】

  

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長
　大
床  

桂
介

副
委
員
長

　長
谷
川  

満

委
　員
　大
森  

英
一

委
　員
　杉
本  

大
介

委
　員
　上
田  

博
文

委
　員
　杉
田  

真
也

　新
年
の
祝
意
を
申
し
上

げ
ま
す
。
本
年
の
干
支
は

巳
で
す
が
、
十
干
十
二
支

で
は
乙
巳
（
き
の
と
み
）

の
年
と
も
呼
び
ま
す
。

「
復
活
と
再
生
」
と
か

「
知
恵
」
、
「
豊
穣
」
の

意
味
が
あ
る
よ
う
で
す

が
、
議
会
へ
の
啓
示
に
も

思
え
ま
す
。
地
方
再
生
が

い
わ
れ
る
中
、
伯
耆
町
の

繁
栄
に
つ
な
が
る
き
っ
か

け
の
年
に
な
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。
本
誌
に
お
き
ま

し
て
も
、
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
の
一
助
と
な
る
よ
う

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　本
年
も
ど
う
か
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

（
大
森 

英
一
）

　小
さ
な
頃
か
ら
絵
画
な
ど
楽

し
い
こ
と
に
興
味
を
持
つ
場
面

を
作
っ
て
あ
げ
た
い
と
常
日
頃

か
ら
思
い
ま
す
。
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
に
来
ら
れ
た
方
へ
伯
耆

町
ブ
ー
ス
と
し
て
絵
画
指
導
も

行
い
ま
し
た
。
人
が
描
い
て
る

か
ら
自
分
も
描
い
て
み
よ
う
と

い
う
心
を
育
み
た
い
。

　何
で
も
ま
ず
や
っ
て
み
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

★
最
後
に
一
言

　小
・
中
学
校
時
代
は
伯
耆
町

大
内
に
住
ん
で
お
り
、
高
校
時

代
か
ら
63
歳
ま
で
は
大
阪
で
暮

ら
し
帰
郷
し
て
か
ら
、
大
山
が

望
め
る
自
宅
近
く
に
ア
ト
リ
エ

兼
美
術
館
を
か
ま
え
ま
し
た
。

　当
時
、
大
阪
高
専
の
教
授
と

し
て
働
き
つ
つ
、
35
歳
か
ら
美

術
の
学
校
で
絵
画
を
学
び
、
そ

の
あ
と
門
真
市
文
化
教
室
に

入
っ
た
こ
と
で
、
講
師
か
ら
の

声
掛
け
で
世
話
役
と
し
て
も
活

動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

定
年
退
職
後
、
妻
の
車
椅
子
生

活
の
介
護
を
し
な
が
ら
米
子
の

チ
ャ
ー
チ
ル
会
で
展
覧
会
な
ど

を
重
ね
、
公
民
館
活
動
の
ス

ケ
ッ
チ
同
好
会
な
ど
で
は
雄
大

な
大
山
を
含
む
地
元
の
景
色

や
、
県
外
、
は
た
ま
た
国
外
へ

出
向
き
、
描
く
こ
と
へ
情
熱
を

注
い
で
き
ま
し
た
。

　こ
の
大
前
ミ
ニ
美
術
館
に

は
、
自
身
の
作
品
の
み
な
ら

ず
、
鳥
取
県
美
術
界
の
発
展
に

尽
力
さ
れ
た
小
谷
悦
夫
氏
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
作
品
も
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
気
軽
な
気
持
ち
で

お
話
つ
い
で
に
立
ち
寄
っ
て
も

ら
え
る
場
所
に
な
っ
て
く
れ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

★
始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
は

★
ど
の
よ
う
な
作
品
が

　
　
　飾
ら
れ
て
い
ま
す
か

気軽に立ち寄れる話場アトリエ
大前ミニ美術館（大内集落）

大きな絵を好んで描くアトリエスポット

大前 義弘さん(84)

全国から来られた方へ絵画指導


